
◆原産地証明書の内取の汎用申請に係るQ&A

No. 設問 回答

1
システム（汎用申請）を使用して裏落としを
行う場合、汎用申請はいつまでに行う必要が
あるのでしょうか。

原産地証明書を使用をする次の申告に間に合うタイミングで実施してください。

2
システム（汎用申請）を使用した裏落とし
は、原産地証明書ごとに分けて申請する必要
があるでしょうか。

内取りは申告単位ではなく原産地証明書単位で管理されることから、原産地証明書単位（一の原産地
証明書につき、1件の汎用申請）で申請してください。

3

「記事」欄に輸入申告番号、輸入許可年月
日、原産地証明書番号、通関した貨物の数量
及び（COに複数の品目がある場合）HS番号
や項目番号等内取の対象となる品目を特定す
ることのできる情報を入力することになって
いますが、ここでいうHS番号や項目番号は原
産地証明書に記載されているものを入力する
のでしょうか。

そのとおりです。
なお、HS番号と項目番号等が複数あり、いずれかの情報で内取の対象となる品目を特定できる場合
は、いずれか一方の情報を記載いただくことで問題ございません。

4
「記事」欄に入力すべき事項が入りきらない
場合等により、別紙で管理を行いたい場合、
どのような取り扱いになるのでしょうか。

「記事」欄に「別紙のとおり」と入力し、「記事」欄に記載すべき事項（輸入申告番号、輸入許可年
月日、原産地証明書番号、通関した貨物の数量及び（COに複数の品目がある場合）HS番号や項目番
号等内取の対象となる品目を特定することのできる情報）を記載した裏落とし表等を添付して申請を
してください。
その場合、その後の輸入申告時には原産地証明書、「許可・承認等通知情報」と併せて当該裏落とし
表等を提出していただく必要があります。

5

輸入許可後、事後の調査等により輸入申告に
おけるHSコードが変更になった場合、「許
可・承認等通知情報」の「税関通信欄」に記
載されたHS番号の訂正は必要でしょうか。

汎用申請の記事欄等に入力頂くHS番号（項目番号等）は原産地証明書の記載内容に沿ったものとなり
ます。
したがって、許可後に輸入申告におけるHSコードが変更となったとしても、それをもって原産地証明
書の内取りの訂正が必要というものではありません。
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